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明治４１年（１９０８年）に中城村が誕生して

から、今年で一世紀が経ちました。

南上原地区の開発や、吉の浦火力発電所の誘致、

人口１万６０００人の達成、また中城城跡が世界

遺産に登録されるなど、大きな変化もありました。

また、若い世代の人達が、伊集の打花鼓や、津覇

の獅子舞など古くからの伝統芸能を地域で守り、

引き継いでいます。

我が村、中城村の１００年の歩みをこの機会に

振り返ってみてはいかがでしょうか。

中城村100年の軌跡

祝
中中
城城
村村
制制
施施
行行
百百
周周
年年
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平
成
20
年
第
２
回
中
城
村

議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
今

議
会
で
ご
審
議
い
た
だ
く
平

成
20
年
度
当
初
予
算
案
を
は

じ
め
、
諸
議
案
の
ご
説
明
に

先
立
ち
、
村
政
運
営
に
つ
い

て
所
信
の
一
端
と
諸
施
策
の

概
要
を
申
し
上
げ
、
議
会
並

び
に
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
国
際
的
に

は
米
株
価
暴
落
、
原
油
価
格

高
騰
、
地
球
温
暖
化
等
、
国

内
に
お
い
て
は
ね
じ
れ
国
会
、

食
品
偽
装
問
題
、
年
金
記
録

不
備
等
、
政
治
は
迷
走
し
経

済
は
混
乱
を
極
め
ま
し
た
。

村
内
に
お
い
て
も
普
天
間
飛

行
場
を
離
発
着
す
る
場
周
経
路

の
変
更
に
よ
る
本
村
上
空
へ
の

飛
行
コ
ー
ス
の
集
中
に
村
民
の

怒
り
と
不
安
の
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

ま
た
、
地
方
自
治
に
関
す
る

全
国
世
論
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、

市
町
村
の
将
来
に
つ
い
て
64
％

の
人
が
「
不
安
に
感
じ
て
い
る
」

と
回
答
し
て
お
り
、
そ
の
理
由

の
上
位
に「
自
治
体
の
財
政
難
」、

「
人
口
減
少
と
高
齢
化
」、「
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
不
充

分
」、「
公
共
工
事
費
の
削
減
」

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
昨
今
の

自
治
体
を
取
り
ま
く
厳
し
い
環

境
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
思
い

が
い
た
し
ま
す
。

今
や
国
と
地
方
合
わ
せ
た
長

期
債
務
残
高
は
７
７
３
兆
円
に

も
及
ぶ
と
い
わ
れ
、
国
の
財
政

運
営
の
つ
け
を
地
方
分
権
の
推

進
と
財
政
構
造
改
革
の
名
の
下

に
、
税
源
移
譲
の
不
充
分
な
ま

ま
で
三
位
一
体
改
革
が
押
し
進

め
ら
れ
て
お
り
、
地
方
交
付
税

や
国
庫
支
出
金
は
平
成
十
二
年

度
以
降
年
々
削
減
さ
れ
、
地
方

財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
現
状
は

ご
案
内
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

本
県
は
す
べ
て
の
自
治
体
が

航
空
機
騒
音
被
害
や
不
測
の
事

態
が
起
き
る
危
険
性
等
と
い
っ

た
基
地
あ
る
が
ゆ
え
の
リ
ス
ク

を
背
負
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
基
地
関
連
交
付
金
や
島

懇
事
業
等
、
高
率
補
助
事
業
の

有
無
に
よ
っ
て
自
治
体
間
の
財

政
運
営
に
差
違
が
生
じ
て
い
る

現
実
が
あ
り
ま
す
。

私
は
目
下
、
沖
縄
防
衛
局
と

本
村
上
空
の
航
空
機
騒
音
や
飛

行
回
数
の
測
定
調
査
に
つ
い
て

調
整
中
で
あ
り
、
そ
の
結
果
次

第
で
は
リ
ス
ク
に
対
す
る
適
正

な
対
策
・
補
償
を
強
く
求
め
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
福
田
首
相
は
、
所
信

表
明
の
中
で
「
自
立
と
共
生
」

を
基
本
理
念
と
し
、
歳
出
・
歳

入
の
一
体
改
革
、
地
域
間
の
税

源
偏
在
の
是
正
等
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
を
進
め
る
方
針
を
明

言
し
、
総
務
省
も
地
域
間
格
差

の
問
題
が
現
在
直
面
す
る
最
重

要
課
題
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、

地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
は
引

き
続
き
地
方
歳
出
を
抑
制
す
る

と
の
歳
出
改
革
方
針
を
打
ち
出

し
て
お
り
ま
す
。

仲
井
眞
沖
縄
県
知
事
は
、「
経

済
の
自
立
な
く
し
て
沖
縄
の
自

立
な
し
」
と
の
強
い
決
意
を
も

っ
て
、
雇
用
の
創
出
・
拡
大
や

企
業
誘
致
等
産
業
の
振
興
に
全

力
を
尽
く
す
と
し
な
が
ら
、
一

方
で
は
本
県
の
財
政
は
中
期
見

通
し
に
お
い
て
多
額
の
収
支
不

足
が
見
込
ま
れ
、
厳
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も

「
集
中
と
選
択
」
を
徹
底
し
、
行

財
政
改
革
を
一
層
加
速
さ
せ
る

と
と
も
に
更
な
る
歳
出
の
抑
制

と
歳
入
の
確
保
に
取
り
組
む
と

の
施
政
方
針
を
明
ら
か
に
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
・
地
方
を

通
じ
て
、
歳
出
の
徹
底
し
た
見

直
し
に
よ
り
財
政
規
模
を
抑
制

す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
村
も
非
常
に
厳
し
い
財
政
運

営
を
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
村
の
財
政
は
、
都
市
と
農

村
、
基
地
関
連
交
付
金
の
有
無

等
に
よ
る
地
域
間
格
差
が
広
が

る
な
か
、
三
位
一
体
改
革
の
影

響
を
も
ろ
に
受
け
、
経
常
収
支

比
率
も
90
％
を
超
え
る
な
ど
、

深
刻
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
人
件
費
・
物
件

費
・
補
助
金
等
を
抑
制
し
た
上

で
、
な
お
不
足
す
る
財
源
を
基

金
の
取
り
崩
し
で
対
応
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
基
金
残
高
も
少

な
く
な
り
、
今
後
一
層
の
危
機

感
を
も
っ
て
行
財
政
改
革
を
進

め
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

実
効
性
の
あ
る
行
財
政
改
革

を
断
行
す
る
た
め
に
は
、
議
会

や
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
常
に
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

平成20年度施政方針
平成20年第2回中城村議会が３月７日から開かれ、

平成20年度の事業、予算案の審議および一般質問な
どが行われました。
議案審議に先立ち新垣清徳村長は今年７月３日の

任期満了で引退することを表明し、今年度の施政方
針を明らかにしました。

１

は
じ
め
に

・
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り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
は
平
成
８
年
７
月

の
村
長
就
任
以
来
、
３
期
12
年

に
亘
っ
て
村
政
運
営
に
あ
た
っ

て
参
り
ま
し
た
が
、
来
る
平
成

20
年
７
月
３
日
の
任
期
満
了
を

も
っ
て
引
退
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。

そ
の
間
、
激
動
す
る
社
会
情

勢
、
長
引
く
経
済
不
況
、
国
・

地
方
の
財
政
危
機
等
自
治
体
を

取
り
ま
く
厳
し
い
環
境
の
中
で
、

村
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
議
員

諸
賢
並
び
に
関
係
各
位
の
ご
指

導
と
ご
協
力
に
よ
り
各
種
の
施

策
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
そ
の
概

要
を
申
し
上
げ
、
関
係
各
位
に

深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
１
）
本
村
の
将
来
像
「
豊
か
な

歴
史
と
自
然
に
彩
ら
れ
た
田
園

文
化
の
村
　
と
よ
む
中
城
」
の

三
大
拠
点
づ
く
り
の
推
進
。

①
中
城
城
跡
の
世
界
遺
産
登
録

と
、
そ
れ
を
核
と
す
る
県
営
中

城
公
園
整
備
事
業
の
推
進

②
琉
球
大
学
近
郊
の
学
園
都
市

形
成
を
目
指
す
南
上
原
土
地
区

画
整
理
事
業
の
推
進

③
吉
の
浦
公
園
と
リ
ン
ク
し
た

公
共
施
設
の
集
積
と
自
然
と
の

共
生
を
目
指
す
エ
コ
・
コ
ー
ス

ト
事
業
の
推
進

（
２
）
人
材
育
成
と
学
校
教
育
環

境
の
整
備

①
小
・
中
学
校
と
両
分
校
の
防

音
空
調
設
備
の
整
備

②
小
・
中
学
校
の
体
育
館
、
給

食
共
同
調
理
場
建
設
、
南
上
原

分
校
新
築
移
転
・
中
城
小
学
校

プ
ー
ル

③
児
童
・
生
徒
の
国
内
外
と
の

交
流
、
留
学
生
派
遣
事
業
、
英

語
指
導
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育

の
充
実
、
千
葉
県
旭
市
と
の
友

好
交
流
姉
妹
市
村
宣
言
締
結

（
３
）
利
便
と
快
適
な
生
活
環
境

の
整
備

①
道
路
整
備

ウ
フ
ク
ビ
リ
線
・
安
里
中
央

線
・
屋
宜
被
留
線
・
潮
垣
線
の

全
面
改
良
舗
装
整
備

大
瀬
線
・
中
城
城
跡
線
道
路
改

良
事
業
の
着
手
・
整
備
促
進

②
廃
棄
物
処
理
の
適
正
化

ご
み
焼
却
施
設
「
青
葉
苑
」
の

新
増
改
築
、
ご
み
の
分
別
・
資

源
化
・
中
城
村
指
定
ご
み
袋
の

導
入

③
上
下
水
道
の
整
備
促
進

中
城
湾
南
部
流
域
下
水
道
事
業

の
推
進
・
供
用
開
始
・
新
垣
ポ

ン
プ
場
等
の
建
設

④
集
落
環
境
整
備
・
集
落
内
河

川
整
備
、
児
童
公
園
整
備
、
防

災
無
線
子
局
の
拡
充

（
４
）
産
業
振
興
と
企
業
誘
致

①
吉
の
浦
火
力
発
電
所
の
誘

致
・
建
設
、
オ
ー
シ
ャ
ン
キ
ャ

ッ
ス
ル
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
元
中
城
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
）、
㈱

サ
ン
エ
ー

②
農
道
環
境
・
か
ん
が
い
排
水

路
の
整
備
、
地
下
ダ
ム
、
川
崩

原
圃
場
整
備
、
農
作
業
用
機
械

の
導
入
、
さ
と
う
き
び
生
産
組

合
の
設
立

③
和
宇
慶
・
当
間
地
区
農
道
・

農
業
用
用
排
水
路
整
備
、
改
良

区
負
担
金
及
び
利
子
補
給
金
補

助④
漁
村
再
生
交
付
金
事
業
に
よ

る
漁
港
整
備
の
促
進

（
５
）
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
事
業
の
推
進

①
電
源
立
地
地
域
環
境
整
備

久
場
地
区
健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
泊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
、

道
路
・
排
水
路
整
備
事
業

②
保
育
所
兼
児
童
館
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
、
総
合
物
産
セ

ン
タ
ー
建
設
促
進

③
村
民
体
育
館
改
修
、
野
球
場

修
繕
整
備
、
中
城
ま
つ
り
・
文

化
ま
つ
り
の
開
催

（
６
）
歴
史
的
・
文
化
的
環
境
の

整
備

①
中
城
城
跡
の
整
備
・
発
掘
調

査
、
新
垣
グ
ス
ク
及
び
集
落
跡

の
発
掘
調
査

②
歴
史
の
道
整
備
事
業

③
ペ
リ
ー
の
旗
立
岩
、
津
覇
獅

子
舞
・
ガ
ン
ヤ
ー
、
新
垣
の
石

橋
、
伊
舎
堂
三
本
ガ
ジ
ュ
マ
ル

等
、
村
の
旧
跡
及
び
名
勝
の
文

化
財
指
定
、
民
話
集
の
発
刊

④
中
城
と
よ
む
塾
の
開
設
と
グ

ス
ク
案
内
人
の
養
成

中城城跡

本
村
は
沖
縄
本
島
中
南
部
都

市
圏
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
っ
て
、

那
覇
市
と
沖
縄
市
の
二
大
都
市

間
に
位
置
し
、
半
径
15
㎞
の
圏

内
に
浦
添
市
や
宜
野
湾
市
と
も

近
接
す
る
人
口
密
度
の
高
い
都

市
近
郊
性
と
、
豊
か
な
自
然
、

肥
沃
な
農
用
地
に
恵
ま
れ
た
田

園
性
を
合
わ
せ
持
っ
た
地
域
特

性
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

地
勢
に
つ
い
て
は
、
村
土
の

形
状
は
南
北
に
細
長
い
長
方
形

を
成
し
、
中
城
湾
沿
岸
か
ら
内

陸
部
に
向
か
っ
て
平
坦
地
域
、

２

中
城
村
の
村
づ
く
り
の
将
来
像

・地
勢
と
自
然
・
歴
史
・
文
化
的
環
境
を
活
か
し
た
拠
点
形
成

村制施行百周年記念事業村制施行百周年記念事業とと
保育所保育所兼兼児童館建設児童館建設をを推進推進
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斜
面
地
域
、
台
地
地
域
の
三
層

構
成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
村
は
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
、
日
本
の
名
城

百
選
の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
て

い
る
中
城
城
跡
を
は
じ
め
多
く

の
文
化
遺
産
を
有
し
て
お
り
、

恵
ま
れ
た
歴
史
的
・
文
化
的
環

境
と
、
そ
の
地
勢
や
地
域
特
性

に
留
意
し
た
「
豊
か
な
歴
史
と

自
然
に
彩
ら
れ
た
田
園
文
化
村
」

を
村
づ
く
り
の
将
来
像
に
掲
げ
、

下
記
の
５
つ
の
拠
点
形
成
を
骨

格
に
し
た
活
力
あ
る
村
づ
く
り

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

（
１
）
歴
史
文
化
ふ
れ
あ
い
拠
点

（
中
城
城
跡
と
県
営
中
城
公
園
地

区
）世

界
文
化
遺
産
「
中
城
城
跡
」

と
現
在
進
行
中
の
県
営
中
城
公

園
整
備
、
そ
れ
に
歴
史
の
道
整

備
事
業
、
村
道
中
城
城
跡
線
の

整
備
を
進
め
、
本
村
の
歴
史
・

文
化
・
観
光
の
拠
点
形
成
を
進

め
ま
す
。

（
２
）
豊
か
な
暮
ら
し
サ
ー
ビ
ス

拠
点
（
公
共
施
設
を
集
積
し
た

吉
の
浦
周
辺
中
央
地
区
）

現
在
、
吉
の
浦
会
館
や
吉
の

浦
公
園
は
、
村
民
の
憩
い
と
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
各

種
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
広
く

活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
新

た
に
保
育
所
兼
児
童
館
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
更
に
村

民
生
活
の
利
便
性
と
快
適
性
を

高
め
、
村
の
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
拠
点
を
形
成
い
た
し

ま
す
。

（
３)

都
市
文
化
交
流
拠
点

（
琉
球
大
学
近
郊
と
南
上
原
土
地

区
画
整
理
事
業
地
区
）

南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業

の
進
展
に
伴
っ
て
市
街
化
が
進

み
、
琉
球
大
学
の
教
育
的
・
学

術
的
機
能
と
連
係
し
た
学
園
都

市
の
イ
メ
ー
ジ
を
活
か
す
と
と

も
に
住
環
境
と
文
化
交
流
の
拠

点
形
成
を
進
め
ま
す
。

（
４
）
商
工
業
振
興
拠
点
（
吉
の

浦
電
力
施
設
周
辺
地
区
）

吉
の
浦
火
力
発
電
所
立
地
に

伴
い
、
関
連
企
業
を
誘
致
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
商
工
業
の
振
興

を
図
り
、
ま
た
平
成
20
年
度
着

工
の
久
場
地
区
護
岸
整
備
工
事

や
エ
コ
・
コ
ー
ス
ト
を
含
む
海

岸
部
の
整
備
を
進
め
、
沿
岸
地

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、

産
業
基
盤
活
性
化
の
拠
点
形
成

を
推
進
い
た
し
ま
す
。

（
５
）
農
業
生
産
振
興
地
域

農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
発

展
し
て
き
た
本
村
に
と
っ
て
、

農
用
地
は
村
土
利
用
の
主
体
を

な
す
も
の
で
あ
り
、
肥
沃
な
農

用
地
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
基
幹
作
目
の
さ
と
う
き
び

を
は
じ
め
野
菜
や
花
卉
栽
培
等

は
県
内
で
も
屈
指
の
生
産
性
を

維
持
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
島

に
ん
じ
ん
や
島
大
根
は
本
村
の

特
産
物
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

今
後
流
通
の
要
と
な
る
総
合
物

産
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
農
作

物
の
生
産
・
流
通
拡
大
、
農
産

加
工
品
の
開
発
等
、
農
業
・
農

村
活
性
化
の
拠
点
形
成
に
努
め

ま
す
。

安里・北上原地区土砂災害の
復旧対策

（
１
）
行
財
政
改
革
・
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
推
進

財
政
再
建
・
行
財
政
改
革
は
、

国
・
県
を
問
わ
ず
最
重
要
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
首
相
の
施
政

方
針
の
中
で
も
「
高
齢
化
の
進

展
、
年
金
や
医
療
等
の
社
会
保

障
、
地
球
温
暖
化
問
題
」
等
へ

の
財
源
確
保
の
た
め
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
を
断
行
し
、
公
務

員
の
意
識
改
革
と
あ
わ
せ
て
公

務
員
の
純
減
を
行
う
と
明
示
し

て
お
り
、
今
後
と
も
三
位
一
体

改
革
に
よ
る
更
な
る
厳
し
い
財

政
運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
平

成
19
年
度
は
第
三
者
機
関
で
あ

る
行
財
政
検
討
委
員
会
の
答
申

に
基
づ
く
第
１
・
第
２
保
育
所

の
統
合
と
児
童
館
併
設
の
保
育

所
建
設
の
準
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
第
３
保
育
所
に
つ
い
て

も
民
間
活
力
の
活
用
に
向
け
耐

力
度
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
も
引
き
続
き
人

件
費
の
抑
制
、
組
織
機
構
や
事

務
事
業
の
見
直
し
、
受
益
者
負

担
の
適
正
化
等
、
更
な
る
経
費

節
減
と
効
率
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
議
会
や
村
民
と
情
報
を

共
有
し
て
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

（
２
）
安
里
・
北
上
原
地
区
土
砂

災
害
の
復
旧
対
策
の
推
進

災
害
復
旧
対
策
に
つ
い
て
は
、

県
が
進
め
て
い
る
「
災
害
関
連

緊
急
地
す
べ
り
対
策
事
業
」
は

今
年
２
月
に
工
事
が
完
了
し
、

県
道
35
号
線
復
旧
工
事
は
今
年

１
月
に
着
工
、
11
月
中
に
工
事

完
了
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。村

道
坂
田
線
の
復
旧
に
つ
い

て
は
、
補
償
物
件
の
契
約
が
完

了
し
、
用
地
買
収
も
一
部
を
除

き
ほ
ぼ
契
約
完
了
に
至
っ
て
お

３

本
年
度
の
重
要
施
策

・
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吉の浦火力発電所

り
、
復
旧
工
事
も
昨
年
８
月
に

着
工
し
今
年
６
月
ま
で
に
は
工

事
完
了
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
も
引
き
続
き
国
や
県
の

支
援
の
下
に
、
地
域
住
民
や
関

係
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
な
が
ら
一
日
も
早
い
全
面
復

旧
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

（
３
）
吉
の
浦
火
力
発
電
所
建
設

と
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
の
推
進

吉
の
浦
火
力
発
電
所
に
つ
い

て
は
、
平
成
19
年
度
よ
り
本
格

的
な
建
設
工
事
に
着
工
、
Ｌ
Ｎ

Ｇ
タ
ン
ク
建
設
、
送
電
線
新
設

工
事
を
中
心
に
進
捗
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
も
引
き
続
き
地

域
住
民
の
安
全
対
策
と
環
境
保

全
を
環
境
協
定
書
に
基
づ
き
な

が
ら
建
設
工
事
を
進
め
て
参
り

ま
す
。
そ
の
際
、
村
商
工
会
と

連
係
を
密
に
、
地
元
企
業
優
先

発
注
・
雇
用
促
進
・
物
品
購
入

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
沖
縄
電
力

㈱
や
関
連
会
社
に
要
請
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
の
本
年
度
の
主
な
事
業
は
、

児
童
館
兼
保
育
所
新
築
工
事
を

進
め
る
と
と
も
に
、
総
合
物
産

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
の
用
地
選

定
及
び
調
査
設
計
に
着
手
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
前

年
度
に
引
き
続
き
発
電
所
施
設

周
辺
地
域
に
お
け
る
公
共
施
設

の
整
備
を
推
進
し
、
地
域
住
民

の
福
祉
の
向
上
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

（
４
）
南
上
原
土
地
区
画
整
理
事

業
と
保
留
地
処
分
の
促
進

南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
平
成
４
年
度
か
ら
事
業
を

開
始
し
、
平
成
９
年
度
に
第
１

工
区
の
築
造
工
事
に
着
手
し
て

以
来
、
平
成
19
年
度
末
現
在
の

進
捗
状
況
は
補
助
ベ
ー
ス
で

95
％
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
65
％

と
な
っ
て
お
り
、
補
助
幹
線
の

３
路
線
も
平
成
19
年
度
中
に
は

供
用
開
始
の
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
中
で
も
坂
田
線
の
東

太
陽
橋
が
昨
年
完
成
し
、
橋
か

ら
の
眺
望
を
楽
し
ま
れ
る
来
訪

者
が
日
々
増
え
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
も
引
き
続
き
坂
田
線
の

整
備
工
事
や
物
件
等
の
移
転
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

保
留
地
の
処
分
状
況
に
つ
い

て
は
、
平
成
20
年
２
月
現
在
で

全
体
の
20
％
、
14
・
２
億
円
を

処
分
し
て
お
り
ま
す
。
㈱
サ
ン

エ
ー
な
か
ぐ
す
く
店
の
開
店
に

よ
り
保
留
地
処
分
に
も
相
乗
効

果
が
現
れ
、
人
口
増
加
も
著
し

く
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
気
を
帯

び
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
保
留
地
処
分
に
は
特
段
の
意

を
用
い
、
販
売
の
促
進
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

（
５
）
農
業
生
産
基
盤
整
備
と
浜

漁
港
再
生
整
備
事
業
の
推
進

農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
本

村
は
、
農
用
地
の
生
産
基
盤
の

面
的
整
備
は
進
ん
で
い
る
も
の

の
、
農
道
環
境
や
農
業
用
用
排

水
路
は
未
だ
整
備
の
必
要
性
が

あ
り
、
現
在
和
宇
慶
土
地
改
良

区
を
中
心
に
整
備
事
業
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
平
成
21
年
度
に

は
同
地
区
の
整
備
が
完
了
す
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
後
は
当
間
土

地
改
良
区
の
中
城
第
一
地
区

（
奥
間
・
安
里
・
当
間
）
に
お
い

て
農
道
環
境
整
備
や
農
業
用
用

排
水
路
整
備
事
業
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

浜
漁
港
は
、
こ
れ
ま
で
外
郭

施
設
の
整
備
は
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
港
内
及
び
航
路
の
静

穏
度
が
悪
く
、
潮
位
の
干
満
に

よ
っ
て
陸
揚
作
業
に
困
難
を
き

た
し
、
船
揚
場
が
随
時
使
用
で

き
な
い
な
ど
係
留
施
設
の
改
善

が
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
め
今
年
度
か
ら
総
事
業
費
約

５
億
円
を
か
け
沖
防
波
堤
、
航

路
及
び
航
路
標
識
を
整
備
し
、

台
風
時
に
お
け
る
安
全
避
難
係

留
と
航
路
の
安
全
航
行
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
浮
桟
橋
・
防

暑
施
設
等
の
整
備
事
業
に
着
手

い
た
し
ま
す
。

（
６
）
公
共
下
水
道
及
び
上
水
道

事
業
の
推
進

下
水
道
の
整
備
は
、
生
活
環

境
の
保
全
や
公
有
水
域
保
全
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も

に
、
中
城
湾
の
水
質
悪
化
を
防

ぎ
、
住
民
の
快
適
な
生
活
を
確

保
す
る
た
め
に
も
、
下
水
道
の

整
備
を
着
実
に
進
め
て
参
り
ま

す
。平

成
19
年
度
末
現
在
、
下
水

道
の
接
続
可
能
件
数
は
伊
集
・

和
宇
慶
・
南
浜
・
北
浜
・
津
覇

等
９
０
４
件
で
あ
る
の
に
対
し
、

接
続
件
数
は
２
０
７
件
で
接
続

率
は
22
・
８
％
に
留
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
か
ら

は
奥
間
・
浜
・
安
里
地
域
の
供

用
開
始
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら

各
地
域
訪
問
に
よ
り
接
続
推
進

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
生
活
用
水
の
需
要
増
や
地

域
開
発
の
動
向
に
対
応
す
る
た

め
、
南
上
原
土
地
区
画
整
理
事

業
に
伴
う
配
水
管
の
布
設
工
事

や
集
落
内
の
配
水
管
改
良
工
事

を
推
進
い
た
し
ま
す
。
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（
７
）
中
城
城
跡
を
核
と
し
た
歴

史
・
文
化
・
観
光
拠
点
整
備
事

業
の
推
進

世
界
文
化
遺
産
「
中
城
城
跡
」

を
活
用
し
、
観
光
の
拠
点
と
す

る
た
め
に
は
、
城
跡
正
門
へ
通

ず
る
中
城
村
側
か
ら
の
交
通
ア

ク
セ
ス
と
、
城
跡
を
核
と
し
た

県
営
中
城
公
園
整
備
事
業
の
推

進
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
に
事
業
採
択
さ
れ

た
中
城
城
跡
線
は
、
平
成
19
年

度
に
実
施
設
計
と
測
量
業
務
を

完
了
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
本

格
的
な
工
事
に
着
手
い
た
し
ま

す
。
中
城
城
跡
整
備
事
業
に
つ

い
て
も
、
一
の
郭
城
壁
の
修
復

と
遺
構
調
査
を
実
施
い
た
し
ま

す
。県

営
中
城
公
園
整
備
事
業
は
、

今
年
度
は
用
地
買
収
と
並
行
し

て
駐
車
場
や
自
然
共
生
エ
リ
ア

周
辺
の
造
成
・
整
備
工
事
を
進

め
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
の
道
整
備
事
業

は
、
新
垣
グ
ス
ク
区
間
の
擬
木

階
段
の
設
置
と
県
営
中
城
公
園

区
間
（
成
田
山
後
背
地
約
３
０

０
ｍ
の
区
間
）
の
遺
構
調
査
や

測
量
等
を
実
施
す
る
計
画
で
あ

り
ま
す
。

（
８
）
人
材
育
成
の
推
進

こ
れ
か
ら
の
激
変
す
る
社
会
、

日
進
月
歩
の
技
術
革
新
、
世
界

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
国
際
化
へ

対
応
で
き
る
有
為
な
人
材
の
育

成
は
、
学
校
教
育
・
社
会
教
育

に
お
い
て
最
優
先
課
題
で
あ
る

と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
中
学
生
・
高
校
生
海
外

短
期
留
学
派
遣
事
業
、
旭
市
と

の
児
童
交
流
事
業
、
福
智
町
児

童
交
流
事
業
（
村
子
ど
も
会
）、

特
に
中
城
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
育
成
事
業
等
を
実
施
し
て
、

21
世
紀
の
中
城
村
を
担
う
夢
と

希
望
の
あ
る
国
際
性
豊
か
な
人

材
の
育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
９
）
次
世
代
育
成
支
援
の
拡
充

近
年
わ
が
国
で
は
、
急
速
に

少
子
化
が
進
ん
で
お
り
、
本
村

と
し
て
も
同
様
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
人
口
を
維
持
す
る
の
に

必
要
と
さ
れ
る
合
計
特
殊
出
生

率
２.
08
を
下
回
る
状
況
が
続
い

て
お
り
、「
子
を
産
み
や
す
く
、

育
て
や
す
い
」
環
境
づ
く
り
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
に
基
づ
く
計
画
と

し
て
策
定
し
た
「
と
よ
む
中
城

子
育
て
プ
ラ
ン
」
を
着
実
に
推

進
し
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策

を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
進
め

て
参
り
ま
す
。

（
10
）
村
制
百
周
年
記
念
事
業
の

取
り
組
み

本
村
は
明
治
41
年
（
西
暦
１

９
０
８
年
）
４
月
１
日
の
村
制

施
行
に
よ
り
中
城
村
と
し
て
発

足
以
来
、
今
年
で
１
０
０
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き

節
目
を
祝
賀
す
る
た
め
記
念
式

典
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
記
念
事
業
と

し
て
琉
米
歴
史
研
究
会
の
協
力

を
得
て
、
戦
中
戦
後
の
大
写
真

展
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
記

念
誌
の
発
刊
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
な
お
、
写
真
展
に
加

え
て
、
護
佐
丸
に
関
連
し
た
山

田
グ
ス
ク
・
座
喜
味
グ
ス
ク
・

中
城
城
跡
・
伊
波
城
跡
・
勝
連

城
跡
等
か
ら
の
出
土
遺
物
や
各

城
跡
の
説
明
パ
ネ
ル
の
展
示
も

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

教
育
と
文
化
は
地
方
の
底
力

で
あ
り
、
村
勢
発
展
の
原
動
力

と
な
る
人
材
育
成
に
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
村
に
は
教
育
的
土
壌
と
文

化
的
風
土
を
大
切
に
す
る
気
風

が
育
っ
て
お
り
、
村
民
の
教
育

に
か
け
る
期
待
は
大
き
く
「
教

育
村
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
土
壌
と
風

土
を
大
切
に
守
り
な
が
ら
、
家

庭
教
育
・
学
校
教
育
・
社
会
教

育
の
振
興
、
文
化
財
の
保
存
・

活
用
、
伝
統
文
化
の
継
承
・
発

展
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
等
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

（
１
）
幼
児
教
育
や
学
校
教
育

に
お
い
て
は
、
家
庭
・
地
域
・

学
校
の
連
携
を
密
に
、
個
性
豊

か
な
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
に

は
外
国
語
指
導
助
手
を
引
き
続

き
配
置
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
は
中
城
中
学
校
屋
内

運
動
場
（
体
育
館
）
の
供
用
開

始
、
両
幼
稚
園
に
お
い
て
預
か

り
保
育
の
試
行
、
小
学
校
で
は

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
、

中
学
校
で
は
海
外
短
期
留
学
事

業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
千
葉
県
旭
市
と
の
児
童
交

流
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る

と
と
も
に
、
村
子
ど
も
会
連
合

会
の
福
岡
県
福
智
町
と
の
児
童

交
流
事
業
を
支
援
し
て
参
り
ま

す
。
さ
ら
に
不
登
校
児
対
策
の

充
実
並
び
に
教
育
補
助
者
（
ヘ

わかてだ祭

４

教
育
と
文
化
の
豊
か
な
村
づ
く
り

・
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ル
パ
ー
）
を
幼
稚
園
及
び
小
中

学
校
に
配
置
す
る
な
ど
、
特
別

支
援
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

ま
た
、
国
・
県
の
施
策
を
受

け
。
中
城
村
教
育
振
興
計
画
の

策
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

（
２
）
社
会
教
育
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
関
係
団
体
の
育
成
や
活

動
支
援
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
は
中
城
村
文
化
協
会

の
協
力
を
得
て
、
第
７
回
中
城

文
化
ま
つ
り
の
開
催
、
中
城
城

跡
で
開
催
し
て
い
る
「
わ
か
て

だ
を
見
る
集
い
」
の
十
周
年
の

節
目
を
記
念
し
て
の
「
わ
か
て

だ
祭
り
」
を
開
催
し
、
琉
歌
大

賞
や
伝
統
芸
能
等
を
披
露
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
伊
集
の
打
花
鼓
や

津
覇
の
獅
子
舞
等
と
い
っ
た
伝

統
芸
能
の
保
存
・
継
承
に
支
援

し
て
参
り
ま
す
。

村
民
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
つ

い
て
も
、
村
体
育
協
会
へ
の
助

成
金
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

地
域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
仮
称：

吉
の
浦
ク
ラ
ブ
）
準
備

委
員
会
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
０
年
開
催
の
全

国
高
校
総
体
に
向
け
た
取
り
組

み
も
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

（
３
）
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育

成
や
地
域
間
交
流
に
つ
い
て
は
、

近
年
地
域
の
伝
統
行
事
が
盛
ん

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
エ

イ
サ
ー
・
旗
頭
・
太
鼓
・
獅
子

舞
等
の
復
活
、
立
ち
上
げ
と
、

地
域
間
の
交
流
も
盛
ん
に
な
っ

て
参
り
ま
し
た
。

昨
年
発
足
し
ま
し
た
中
城
村

公
民
館
連
絡
協
議
会
等
を
活
用

し
、
今
後
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
育
成
支
援
と
助
成
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

ま
た
、
南
米
か
ら
の
海
外
移

住
者
子
弟
研
修
事
業
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
そ
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

継
続
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

（
４
）
平
和
行
政
に
つ
い
て
は
、

平
和
憲
法
の
精
神
を
堅
持
し
、

「
中
城
村
非
核
宣
言
」
の
も
と
核

兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
願

う
と
と
も
に
、
米
軍
基
地
の
県

外
移
設
こ
そ
本
県
の
基
地
問
題

の
全
面
解
決
に
繋
が
る
と
の
確

信
を
持
ち
、
そ
の
姿
勢
を
貫
い

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
本
村
は

米
軍
普
天
間
飛
行
場
に
著
し
く

近
接
し
、
航
空
機
の
離
発
着
時

の
飛
行
ル
ー
ト
に
も
な
っ
て
お

り
、
騒
音
被
害
と
と
も
に
不
測

の
事
態
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
普
天
間
飛
行
場
の
危
険
性
除

去
を
訴
え
て
参
り
ま
す
。

海外短期留学派遣事業

利
便
と
快
適
の
住
み
よ
い
村

づ
く
り
は
、
道
路
や
上
下
水
道

の
整
備
、
歴
史
的
・
文
化
的
環

境
保
全
、
健
康
・
福
祉
の
増
進
、

防
犯
・
防
災
・
消
防
態
勢
の
強

化
等
、
生
き
が
い
と
安
ら
ぎ
の

あ
る
環
境
条
件
の
整
備
が
大
切

で
あ
り
ま
す
。

（
１
）
道
路
や
集
落
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
年
次
的
に
進
め

て
お
り
ま
す
が
、
主
な
も
の
と

し
て
、
今
年
度
も
村
道
大
瀬
線

改
良
舗
装
事
業
を
継
続
し
て
推

進
す
る
と
も
に
、
中
城
城
跡
線

改
良
舗
装
事
業
に
つ
い
て
も
、

平
成
19
年
度
に
実
施
計
画
と
測

量
業
務
を
完
了
し
て
お
り
、
平

成
24
年
の
開
通
を
目
指
し
て
地

域
住
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
な
が
ら
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

集
落
環
境
に
つ
い
て
は
、
泊

集
落
環
境
整
備
を
は
じ
め
交
通

安
全
施
設
、
防
犯
灯
設
置
事
業
、

村
道
・
農
道
、
河
川
・
排
水
路

の
維
持
管
理
等
、
安
全
で
快
適

な
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

（
２
）
南
上
原
土
地
区
画
整
理
事

業
の
今
年
度
の
予
定
は
、
築
造

工
事
２
７,

９
０
０
㎡
及
び
坂
田

（
ハ
ン
タ
）
線
整
備
工
事
８
０
０

ｍ
、
地
す
べ
り
対
策
工
事
１
６

５
ｍ
、
そ
の
他
建
物
７
棟
・
墳

墓
６
基
の
物
件
補
償
等
、
約
６

億
円
の
事
業
を
進
め
て
参
り
ま

す
。

（
３
）
上
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
20
年
度
の
予
定
と
し

て
、
新
垣
か
ら
北
上
原
、
そ
れ

に
南
上
原
土
地
区
画
整
理
地
区

の
配
水
管
布
設
工
事
や
村
内
の

配
水
管
改
良
工
事
を
行
う
予
定

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
垣
増

圧
ポ
ン
プ
場
・
新
垣
配
水
池
築

造
工
事
等
の
完
成
に
よ
り
本
村

の
高
台
地
域
へ
の
水
道
の
安
定

供
給
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
19
年
度
に
公
営

企
業
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

し
て
、
財
政
融
資
資
金
借
入
金

に
係
る
高
利
率
（
６
％
以
上
）

の
繰
上
げ
償
還
が
実
施
で
き
た

こ
と
に
よ
り
、
繰
上
げ
償
還
補

償
金
が
免
除
さ
れ
、
財
政
負
担

の
軽
減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

５

利
便
と
快
適
の
住
み
よ
い
村
づ
く
り

・
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今
後
と
も
経
営
の
効
率
化
と
安

定
し
た
公
営
企
業
運
営
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
の
事
業
内
容
と
し
て
津

覇
・
安
里
・
当
間
の
３
地
区
の

国
道
及
び
集
落
の
下
水
道
布
設

工
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

（
４
）
健
康
・
医
療
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、「
健
康
中
城
21
・
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き

健
康
・
介
護
・
高
齢
者
支
援
等

体
系
的
に
事
業
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
推
進
方
策
と

し
て
「
明
る
く
健
康
な
暮
ら
し

を
支
え
あ
う
」「
高
齢
者
の
い
き

い
き
と
し
た
暮
ら
し
を
支
え
あ

う
」
を
掲
げ
て
お
り
、
地
域
の

健
康
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
、

ふ
れ
あ
い
事
業
及
び
介
護
予
防

事
業
を
継
続
し
て
支
援
し
て
参

り
ま
す
。

障
害
者
の
日
常
生
活
支
援
の

た
め
の
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

医
療
費
助
成
も
継
続
実
施
い
た

し
ま
す
。

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
母

子
健
康
保
健
計
画
に
基
づ
い
て

推
進
し
て
参
り
ま
す
。
特
に
今

年
度
は
乳
児
が
い
る
す
べ
て
の

家
庭
を
訪
問
し
、
親
子
の
心
身

の
状
況
や
養
育
環
境
等
の
把
握

や
助
言
を
行
い
、
支
援
が
必
要

な
家
庭
に
対
し
て
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
結
び
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
生
後
４
ヶ
月

ま
で
の
全
戸
訪
問
事
業
」
を
開

始
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦

健
康
診
査
の
回
数
を
こ
れ
ま
で

の
２
回
か
ら
５
回
に
増
や
し
、

超
音
波
検
査
等
を
拡
充
す
る
こ

と
で
胎
児
の
発
育
状
況
、
異
常

の
有
無
、
母
体
の
健
康
状
況
の

早
期
把
握
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
５
）
社
会
福
祉
に
つ
い
て
は
地

域
社
会
の
支
え
を
必
要
と
す
る

方
々
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め

の
「
地
域
福
祉
等
特
別
支
援
事

業
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
児

童
福
祉
に
つ
い
て
は
「
と
よ
む

中
城
子
育
て
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
第
１
・
第
２
保
育
所
を
統

合
し
、
児
童
館
や
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た
保
育
所

を
建
設
し
、
第
３
保
育
所
も
耐

力
度
調
査
を
経
て
、
改
築
を
検

討
す
る
な
ど
良
好
な
保
育
環
境

を
整
え
て
参
り
ま
す
。
児
童
館

の
設
置
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の

遊
び
場
と
し
て
の
施
設
を
提
供

し
、
地
域
・
親
子
の
交
流
を
通

し
て
健
康
で
情
緒
豊
か
な
児
童

の
健
全
育
成
を
図
り
、
更
に
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
は
核
家
族
化
に
よ
り
家
庭
・

地
域
の
子
育
て
機
能
の
低
下
が

顕
著
な
折
、
育
児
不
安
等
に
つ

い
て
の
相
談
・
指
導
、
保
育
に

関
す
る
情
報
提
供
、
子
育
て
サ

ー
ク
ル
の
育
成
支
援
等
、
子
育

て
家
庭
の
支
援
を
充
実
し
て
参

り
ま
す
。

母
子
及
び
父
子
家
庭
等
医
療

費
助
成
事
業
も
継
続
し
て
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

障
害
者
（
児
）
福
祉
に
つ
い

て
は
、
障
害
者
等
支
援
事
業
を

強
化
し
、
地
域
支
援
の
推
進
、

退
院
・
退
所
の
促
進
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
て
い
る
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
継

続
し
、
障
害
者
の
地
域
生
活
基

盤
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
平

成
20
年
度
よ
り
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
直
営
で
運
営
し
、

高
齢
者
の
相
談
支
援
、
権
利
擁

護
等
の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
予
防
事
業
を
各

自
治
会
単
位
で
実
施
し
、
地
域

に
お
け
る
高
齢
者
の
介
護
予

防
・
健
康
づ
く
り
を
促
進
し
て

参
り
ま
す
。

高
齢
者
・
障
害
者
・
母
子
家

庭
等
の
生
活
困
窮
世
帯
に
つ
い

て
は
、
福
祉
事
務
所
や
社
会
福

祉
協
議
会
、
民
生
委
員
と
連
携

を
密
に
し
て
、
生
活
実
態
に
応

じ
、
生
活
福
祉
資
金
等
の
活
用

に
よ
り
、
経
済
的
自
立
を
図
り
、

低
所
得
者
福
祉
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
老
後
の
生

活
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、

村
と
し
て
も
窓
口
相
談
や
趣
旨

普
及
に
努
め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
医

療
費
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

年
々
厳
し
い
事
業
運
営
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
人
間

ド
ッ
ク
、
は
り
・
き
ゅ
う
施
術

助
成
の
継
続
と
と
も
に
、
保
健

事
業
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

と
し
て
、
今
年
度
か
ら
保
険
者

に
義
務
づ
け
ら
れ
た
特
定
健
康

診
査
、
保
健
指
導
を
実
施
し
、

ま
た
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」

を
通
し
て
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
に
対
す
る
健
康
教
育
等
を

行
い
、
医
療
費
の
軽
減
に
努
め

ま
す
。

ま
た
、
国
保
事
業
安
定
化
の

た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
徴
収

率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

（
６
）
環
境
衛
生
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
平
成
19
年
度
策
定
の

「
中
城
村
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
ご
み
排
出

の
減
量
目
標
を
設
定
し
、
発
生

抑
制
と
再
生
利
用
を
推
進
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
生
活
雑
排
水

及
び
し
尿
に
つ
い
て
は
、
合
併

新垣配水池
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浄
化
槽
補
助
事
業
に
よ
っ
て
公

共
用
水
域
の
浄
化
と
環
境
へ
の

負
荷
軽
減
に
努
め
ま
す
。

平
成
19
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

た
、
村
の
「
指
定
ご
み
袋
」
及

び
「
粗
大
ご
み
処
理
券
」
に
よ

る
ご
み
収
集
に
よ
り
、
ご
み
減

量
化
に
一
定
の
効
果
が
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
な
お
一
層
の
ご
み

減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進

し
て
参
り
ま
す
。

（
７
）
地
域
防
災
に
つ
い
て
は
、

中
城
村
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
村
民
の
生
命
・
財
産
を
災

害
か
ら
守
り
防
災
に
努
め
る
と

と
も
に
、
中
城
村
防
災
マ
ッ
プ

を
今
年
３
月
末
ま
で
に
作
成
し
、

村
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
防
災
担
当
者

の
能
力
向
上
の
た
め
に
は
、
日

頃
か
ら
の
自
己
研
鑽
・
自
己
啓

発
の
積
み
重
ね
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
５
月
中
旬
に
は

国
・
県
合
同
の
情
報
伝
達
訓
練

を
実
施
す
る
な
ど
、
被
害
の
軽

減
や
未
然
防
止
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

消
防
・
救
急
体
制
の
拡
充
に

つ
い
て
は
、
火
災
予
防
対
策
を

は
じ
め
各
種
災
害
に
対
す
る
警

防
や
救
助
技
術
の
向
上
、
救
急

救
命
士
を
中
心
と
し
た
高
度
救

急
体
制
の
拡
充
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

（
８
）
交
通
安
全
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の

も
と
、
年
４
回
の
交
通
安
全
運

動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
・
啓
発
に

努
め
て
お
り
ま
す
。
特
に
飲
酒

運
転
根
絶
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
飲
酒
運
転
の
犯
罪
性
や

危
険
性
に
つ
い
て
村
広
報
誌
・

ポ
ス
タ
ー
・
防
災
無
線
等
で
意

識
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

村
民
大
会
の
開
催
、
飲
食
店
等

へ
の
戸
別
訪
問
指
導
や
夜
間
巡

回
を
行
う
な
ど
飲
酒
運
転
根
絶

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
９
）
女
性
行
政
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
女
性
の
各
種
研
修
へ
の

参
画
、
女
性
の
積
極
的
登
用
、

村
婦
人
連
合
会
活
動
へ
の
支
援

等
を
行
い
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

豊
か
で
活
力
に
充
ち
た
村
づ

く
り
は
、
村
民
が
生
産
活
動
に

意
欲
と
喜
び
を
も
っ
て
従
事

し
、
本
村
の
立
地
条
件
と
地
域

特
性
を
活
か
し
た
産
業
を
振
興

し
、
生
産
を
高
め
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
り
ま
す
。
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
を
中
心
に
、
商
工

業
・
漁
業
・
観
光
等
多
様
な
産

業
の
振
興
を
図
り
、
生
産
と
喜

び
の
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

（
１
）
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
を

推
進
し
、
近
代
化
施
設
の
導
入

に
よ
る
農
作
業
の
省
力
化
、
優

良
種
苗
の
普
及
、
病
害
虫
の
防

除
等
を
行
い
、
生
産
増
と
出
荷

経
費
の
軽
減
を
図
り
、
経
営
の

安
定
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
農
業
団
体
の
育
成
を

図
る
と
と
も
に
、
さ
と
う
き
び

価
格
政
策
へ
対
応
し
村
さ
と
う

き
び
生
産
組
合
を
支
援
、
協
業

化
等
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

（
２
）
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
村
土
の
保
全
や
地
下
水
の

保
水
機
能
、
大
気
の
浄
化
作
用

を
有
し
、
人
間
生
活
と
密
接
不

可
分
の
関
係
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
斜
面
地
域
へ
の
造
林
事
業

の
継
続
、
学
校
や
保
育
所
等
へ

の
緑
化
推
進
事
業
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

（
３
）
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
漁
港
の
安
全
性
と
利
便

性
の
向
上
及
び
就
労
環
境
の
改

善
を
図
る
た
め
、
浜
漁
港
の
再

整
備
を
行
い
ま
す
。
本
年
度
は

航
路
の
浚
渫
を
行
い
、
更
に
年

次
的
に
外
郭
・
就
労
施
設
等
の

整
備
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
経
営
の
安
定
を

図
る
た
め
漁
協
育
成
事
業
と
漁

具
購
入
補
助
事
業
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

（
４
）
商
工
業
の
振
興
に
つ
い

て
、
昨
年
度
か
ら
建
設
が
始
ま

っ
て
い
る
吉
の
浦
火
力
発
電
所

の
立
地
は
、
関
連
産
業
の
誘
致

や
雇
用
機
会
の
創
出
等
、
本
村

の
商
工
業
活
性
化
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
期
待
を
寄
せ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
商
工
会
育
成
の
助
成
を
継

続
し
、
村
商
工
会
と
の
連
携
の

も
と
に
地
域
活
性
化
に
繋
が
る

商
工
業
の
振
興
・
発
展
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

さとうきび畑

６

生
産
と
喜
び
の
活
力
あ
る
村
づ
く
り

・



本
村
の
財
政
は
依
然
と
し
て

危
機
的
状
況
に
あ
り
、
国
・
地

方
の
三
位
一
体
改
革
が
進
め
ら

れ
る
な
か
、
地
方
交
付
税
は
若

干
の
増
が
あ
る
も
の
の
、
臨
時

財
政
対
策
債
は
４
・
１
％
の
減
、

税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
譲
与
税

が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
上
従
来

国
・
県
の
補
助
負
担
金
で
措
置

さ
れ
て
い
た
福
祉
関
係
事
業
費

等
の
一
般
財
源
化
や
、
補
助
負

担
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
補
助
負
担
金
や
地

方
交
付
税
の
大
幅
な
減
額
に
見

合
う
税
源
移
譲
は
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
自
治
体
の
財
政
を
取
り

巻
く
状
況
は
深
刻
で
あ
り
ま
す
。

本
村
の
自
主
財
源
の
う
ち
、

村
税
に
つ
い
て
は
税
源
移
譲
や

定
率
減
税
の
廃
止
、
南
上
原
土

地
区
画
整
理
事
業
等
の
進
捗
に

伴
う
課
税
客
体
の
増
加
等
に
よ

り
増
収
と
な
っ
て
は
い
る
も
の

の
、
三
位
一
体
改
革
に
伴
う
歳

入
減
を
補
填
す
る
に
至
ら
ず
、

今
後
と
も
依
存
財
源
で
あ
る
地

方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
に
頼

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
ま
す
。

収
支
状
況
に
つ
い
て
は
、
特
に

平
成
15
年
度
以
降
歳
出
を
相
当

厳
し
く
抑
制
し
て
も
、
な
お
各

種
基
金
か
ら
の
大
幅
な
繰
入
れ

な
く
し
て
は
収
支
が
保
て
な
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
一

時
期
は
約
11
億
円
あ
っ
た
基
金

も
確
実
に
減
り
続
け
、
残
額
は

平
成
18
年
度
末
で
４
億
円
弱
、

平
成
19
年
度
末
に
は
更
に
厳
し

く
な
る
こ
と
必
至
で
あ
り
ま
す
。

国
は
、
地
方
と
都
市
が
と
も

に
支
え
あ
う
「
共
生
」
の
考
え

を
打
ち
出
し
、
今
後
の
地
方
財

政
措
置
に
わ
ず
か
な
望
み
は
持

て
る
も
の
の
、
平
成
19
年
度
末

に
お
け
る
国
及
び
地
方
の
長
期

債
務
残
高
は
合
計
７
７
３
兆
円

に
上
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
財
政
健
全
化
は
喫
緊
の
課

題
と
し
て
お
り
ま
す
。「
経
済
財

政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る

基
本
方
針
２
０
０
７
」
に
お
け

る
平
成
23
年
度
ま
で
の
基
礎
的

財
政
収
支
の
黒
字
化
と
、
平
成

20
年
度
予
算
に
つ
い
て
も
、

国
・
地
方
を
通
じ
引
き
続
き

「
基
本
方
針
２
０
０
６
」
に
則
り

最
大
限
の
削
減
を
行
う
と
明
示

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
と
も
国

の
財
政
再
建
、
三
位
一
体
改
革

の
影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、
更
に

厳
し
く
な
る
財
政
難
を
乗
り
切

っ
て
行
く
に
は
、
こ
の
状
況
を

広
く
住
民
に
情
報
公
開
す
る
と

と
も
に
、
第
三
者
機
関
で
あ
る

行
財
政
検
討
委
員
会
の
答
申
を

尊
重
し
な
が
ら
、
集
中
改
革
プ

ラ
ン
に
沿
っ
て
人
件
費
等
の
歳

出
の
抑
制
、
組
織
機
構
も
含
め

た
事
務
事
業
の
見
直
し
、
民
間

活
力
の
導
入
検
討
等
効
率
的
な

行
財
政
運
営
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。

歳
入
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
か
ら
の
税
源
移
譲
に
対

応
し
、
強
化
し
た
徴
収
体
制
の

持
続
強
化
を
図
り
、
移
譲
税
源

の
確
実
な
徴
収
と
そ
の
他
の
税

や
国
保
税
等
の
な
お
一
層
の
収

納
率
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
課
税
客
体
の
把
握
に

つ
い
て
も
強
化
し
、
更
に
受
益

者
負
担
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
、

諸
使
用
料
等
の
見
直
し
も
進
め
、

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

平
成
二
十
年
三
月
七
日

中
城
村
長
　
新
垣
清
徳

（
５
）
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
、

本
村
は
自
然
・
歴
史
・
文
化
的

環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
特
性
を

有
し
て
い
ま
す
。
世
界
文
化
遺

産
の
中
城
城
跡
や
琉
球
王
朝
時

代
の
首
里
城
と
中
城
城
跡
を
結

ん
で
い
た
歴
史
の
道
の
整
備
、

そ
の
道
筋
に
点
在
す
る
新
垣
グ

ス
ク
等
の
文
化
財
の
ほ
か
、
オ

ー
シ
ャ
ン
キ
ャ
ッ
ス
ル
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
等
、
今
後
の
観
光

振
興
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の

と
期
待
し
、
中
城
城
跡
線
を
は

じ
め
世
界
遺
産
周
辺
を
中
心
に

整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
グ
ス
ク
案
内
人
養
成

講
座
を
開
設
し
、
観
光
ガ
イ
ド

の
育
成
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。
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７

行
財
政
の
確
立

・

あがいてぃだ橋
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平成平成2020年度予算年度予算

平成20年第2回中城村議会で、平成20年度予算が可決されました。
一般会計は、51億3,836万円、特別会計は、34億7,980万円で総額86億1,816万となっています。

村税
地方譲与税
地方消費税交付金
地方交付税
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
村債
その他

13億3,371万円
4,862万円

1億 962万円
13億4,800万円
8,582万円

9億5,911万円
3億4,910万円
5億5,012万円
3億5,427万円

歳
入

議会費
総務費
民生費
衛生費
農林水産業費
土木費
消防費
教育費
その他

歳
出

当初予算のあらまし当初予算のあらまし

一般会計予算 

国民健康保険特別会計予算 

老人保健特別会計予算 

土地区画整理事業特別会計予算 

後期高齢者医療特別会計 

水道事業会計予算 

公共下水道特別会計予算 

5,138,362 千円 

2,064,095 千円 

177,405 千円 

250,307 千円 

113,259 千円 

562,762 千円 

311,968 千円 

8,618,158 千円 合　　　計 

村税 
13億3,371万円 

議会費 
8,649万円 

総務費 
6億1,854万円 

民生費 
14億7,770万 

教育費 
4億6,914万円 

消防費 
2億3,696万円 

衛生費 
6億7,683万円 

農林水産業費 
 2億1,371万円 

地方譲与税 
4,862万円 

地方消費税交付金 
1億962万円 

地方交付税 
 13億4,800万円 

国庫支出金 
9億5,911万円 

県支出金 
3億4,910万円 

土木費 
8億9,376万円 

その他 
4億6,824万円 

村債 
5億5,012万円 

その他3億 
5,427万円 

使用料及び手数料 
8,582万円 

【一般会計当初予算額】

51億3,836万円

8,649万円
6億1,854万円
14億7,770万円
6億7,683万円
2億1,371万円
8億9,376万円
2億3,696万円
4億6,914万円
4億6,524万円
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４月８日、村内の両小中学校で、入学式が行われ、
３２７名（中城中１７４名、中小７６名、津覇小７７
名）が新たな一歩を踏み出しました。中城小学校の入
学式では、安里直子校長先生が、「小学校は、楽しい
所です。たくさん友達を作って下さい。担任の先生も
皆優しいですよ」と挨拶すると、緊張していた子ども
達も笑顔がでました。また村老人クラブより、子供た
ちの成長と安全を願った、手作りのお守りがプレゼン
トされました。
また、中学校の入学式では、新垣清徳村長から、

「中学は自分探しの旅なので、自分の進むべき道を見
つけて下さい」と激励されました。また式の途中でＰ
ＴＡ副会長、末吉義良氏から、新入生のために作った
自作の歌の生演奏があり、入学式を盛りあげました。

５
月
１
日
、
吉
の
浦
公
園
の
掲
揚
台
前
に
て
、
村
内
に
あ
る
９

ヶ
所
の
保
育
所
の
園
児
（
公
立
３
ヶ
所
、
認
可
外
６
ヶ
所
）
約
２

２
０
名
が
参
加
し
、
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

垣
清
徳
村
長
は
「
力
強
く
滝
を
の
ぼ
る
鯉
の
よ
う
に
、
た
く
ま
し

く
元
気
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
全
園
児
で
力
を

合
わ
せ
て
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
し
た
。

４
月
15
日
、
津
覇
小
学
校
体
育
館
に
て
、

津
覇
幼
稚
園
児
、
津
覇
小
一
年
生
が
参
加

し
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
宜

野
湾
警
察
署
の
方
が
「
イ
カ
の
お
す
し
」

の
幕
を
示
し
て
指
導
し
、
腹
話
術
に
よ
る

安
全
指
導
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
交

通
安
全
母
の
会
か
ら
は
、
お
守
り
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
真
剣
な
表
情

で
話
し
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

新たな一歩踏み出す　　　　　
４月８日、村内の両小・中学校入学式

校
通
ル
ー
ル
守
り
ま
す

４
月
15
日
、
交
通
安
全
教
室
が
ひ
ら

か
れ
ま
し
た

むら
の話題

Topics

★

★

★

★

★

たくましく育ってね

５月１日、こいのぼりの
掲揚式がおこなわれました
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沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で

行
わ
れ
た
、
沖
縄
県
花
の
カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
０

８
「
花
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て

中
城
小
学
校
が
、
特
別
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
花

壇
は
色
と
り
ど
り
の
花
で
埋
め
つ
く
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
全
校
生
徒
が
、
１
人
１
鉢
を
植
え
付

け
、
一
生
懸
命
育
て
、
ま
た
委
員
の
子
供
た
ち

も
毎
日
水
や
り
や
、
草
取
り
を
し
た
そ
う
で
す
。

中
城
小
、優
秀
賞
を
受
賞

3
月
9
日
、「
花
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」

中
城
中
学
校
生
徒
会
は
３

月
12
日
か
ら
24
日
ま
で
、
タ

イ
の
子
供
た
ち
の
進
学
支
援

を
す
る
ダ
ル
ニ
ー
奨
学
金
お

よ
び
ユ
ニ
セ
フ
募
金
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
村
内
の
商
店

や
役
場
窓
口
な
ど
に
募
金
箱

を
設
置
し
約
６
５
０
０
０
円

が
集
ま
り
発
展
途
上
国
の
子

供
た
ち
に
贈
ら
れ
ま
す
。

タイの子供たちに…
３月２４日中城中学校生徒会が

ボランティア

津覇誌の発刊を記念して
3月30日、津覇誌発刊記念式典祝賀会

五
百
年
の
歴
史
を
も
つ
字
津
覇
の
歴
史

文
化
な
ど
を
ま
と
め
た
「
津
覇
誌
」
の
発

刊
記
念
式
典
が
３
月
30
日
、
津
覇
構
造
改

善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
多
く
の
区
民
が
発

刊
を
祝
い
ま
し
た
。
呉
屋
陽
範
・
津
覇
誌

編
集
実
行
委
員
長
（
自
治
会
長
）
は
、

「
津
覇
誌
は
次
世
代
に
残
す
貴
重
な
資
料

と
な
る
」
と
発
刊
を
喜
び
ま
し
た
。

日頃の感謝を込めて
５月11日、第28回母の日コンサート

中
城
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る

第
28
回
母
の
日
コ
ン
サ
ー
ト
が
５
月
11
日
、

吉
の
浦
会
館
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
立
ち
見
も
で
る
な
ど
、
大
勢
の

観
客
で
埋
め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。
佐
渡
山

安
信
先
生
の
指
揮
の
下
、
交
響
曲
第
７
番

「
未
完
成
」
な
ど
を
演
奏
し
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ホ
ル
ン
の
宮
城
浩
信
さ
ん
、
歌
・
三
味
線

の
新
垣
徳
夫
さ
ん
、
今
回
卒
団
す
る
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
の
玉
城
哲
都
さ
ん
が
ソ
ロ
で
演

奏
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
ゲ
ス
ト
の
中
城

小
・
中
学
校
の
演
奏
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

同窓会を結成

３月15日　海外短期留学同窓会
中城村支部結成式

昨
年
７
月
に
米
国
ミ
ネ
ソ

タ
州
に
短
期
留
学
し
た
村
内

の
生
徒
た
ち
に
よ
る
「
海
外

短
期
留
学
同
窓
会
中
城
村
支

部
」
が
３
月
15
日
、
発
足
し

ま
し
た
。

会
員
相
互
の
親
睦
、
短
期

留
学
事
業
の
発
展
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
会
の
名
称
は

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｎ
Ｓ

で
、
会
長
に
は
島
袋
葵
さ
ん

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

４月11日、中城村役場にて、「中城村制１００周年記念事業実行委員
会」が立ち上げされました。村内各種団体役員に対し、委嘱状が会長
である新垣清徳村長から手渡されました。村長は「村制１００周年を
記念する一大事業として、写真展を開催し、戦後のたくましく生きる
人たちの姿をみてもらいたい。戦前・戦中・戦後の１００年を知るこ
とにより、当時の厳しい状況を見ながら、村づくりや新しい時代の展
望と創造につながればと思う。若い人たちにもぜひ見てもらいたい」
と事業に対する意欲を語りました。
実行委員会では、４月16日に記者会見を行い、５月17日から５月25

日まで中城村民体育館において「笑顔が戻った日in中城」と題し、琉米
歴史研究会のバックアップのもと、戦前・戦後の大写真展の開催を発
表し、来場を呼びかけました。

村制施行100周年
４月11日、
「中城村制施行100周年記念事業実行委員会」

立ち上げ
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新
採
用
紹
介

４
月
１
日
付
け
で
、
10
名
の
職
員
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。下地良和

都市建設課
永田勉

上下水道課
具志梨紗
住民生活課

佐久田卓弥
産業振興課

呉屋貴也
税務課

玉那覇大作
都市建設課

津覇美乃
都市建設課

伊佐里奈
企画課

比嘉渉
福祉保険課

神谷真梨乃
福祉保険課

３月定例会において、議会の同意を得て、
４月１日付けで仲座包子さん、仲松敏成さ
んの２名が教育委員に任命されました。教

育委員長は仲村春善さ
んに決まりました。ま
た監査委員には與那覇
朝輝さんが任命されま
した。任命にあたって
新垣村長は「村政運営
にご尽力頂きたい」と
あいさつしました。

教育委員と監査委員が
変わりました!!

教育委員
仲座包子さん

教育委員
仲松敏成さん

監査委員
與那覇朝輝さん

教育委員長
仲村春善さん

宝くじの助成金により実施しているコミュニティ助成事業
を活用して、この度、登又自治会が収納庫、会議用テーブル、
折りたたみイス、テントを整備しました。これにより、さら
なる自治会活動の活性化が期待されます。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
発
電
用
施
設
の

立
地
地
域
・
周
辺
地
域
で
行
わ
れ
る
公
共
用
施
設

整
備
や
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に
対

し
て
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
発
電
用
施
設

の
設
置
に
係
る
地
域
の
理
解
促
進
等
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事

業
と
し
て
左
記
事
業
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

平成19年度事業内容

■中城文化まつり事業

■村道泊原線の　　

９号道路整備事業

■久場地区健康スポーツ

センター整備事業

■吉の浦公園　中城村民

体育館改修整備事業

■南上原街区公園（４号）

整備事業

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
報
告

◎
相
談
内
容
﹇
医
療
保
険
・
年
金
・
老
人
保
健
・
福

祉
雇
用
保
険
・
交
通
安
全
・
恩
給
・
公
害

戸
籍
・
道
路
・
環
境
衛
生
・
登
記
な
ど
﹈

行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
。

行
政
相
談
委
員
は
桃
原
廣
一
さ
ん
で
す
。

（
総
務
大
臣
委
嘱
）

電
話：

８
９
５
ー
５
６
７
４
（
自
宅
）

◎
　
国
民
と
行
政
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

総
務
省
沖
縄
行
政
評
価
事
務
所
の
行
政
苦
情
１
１
０
番

℡
０
９
８
（
８
６
７
）
１
１
０
０

℡
０
５
７
０
ー
０
９
０
１
１
０
　

（
17:

15
〜
翌
８:

30
ま
で
は
留
守
番
電
話
）

行
政
相
談
週
間
始
ま
る
（
５
月
19
〜
25
日
）

19
平　成

年　度

コミュニティー助成事業
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障害児福祉手当・特別障害者手当制度について障害児福祉手当・特別障害者手当制度について

重度心身障害者（児）医療費助成の入院時の食事療養費について、これまでは半額を助成してきまし
たが、平成20年4月診療分からは助成対象外となりましたのでお知らせいたします。（平成20年3月診療
分までは対象となります。）

重度心身障害者（児）医療費助成の入院時食事療養費について

県では、精神又は身体の重度障害のため、常時特別の介護を必要とするなど、負担を軽減する一助と
して、在宅の重度障害者（児）に対して、下記のとおり手当を支給しています。

【支　　　給】
毎年2月、5月、8月、11月にその前月分までの３ヵ月分を指定された口座に振り込みます。
※手当を請求する方、配偶者、扶養義務者の所得が一定金額以上ある場合は手当の制限があります。

【申請手続き】
認定請求書、所得状況届、所得証明書、住民票謄本の写、認定診断書などの必要書類を添えて、中城村
役場　福祉保険課　介護福祉係の窓口へ提出してください。なお認定請求書などは役場または中部福祉
保健所総務福祉班にありますので、お問い合わせください
■お問い合わせ■
中城村役場　福祉保険課　介護福祉係　電話：８９５－２１３１（内線２６２）
中部福祉保健所　総務福祉班　　　　　電話：９３８－９７０９

障害児 
福祉手当 

手当額　月額14，380円（H20年4月現在） 

特別 
障害者手当 

支
給
対
象
者
 

精神又は身体に著しい重度の障害があるため、日常生活において常時特別の介護を必要とする20歳未満
の在宅の障害児で福祉保健所長の認定を受けた方。※下記の場合は対象外　　　　　　　　　　 
（1）施設に入所（通所を除く）している場合。　（2）政令で定める公的年金を受給している場合。 

手当額　月額26，440円（H20年4月現在） 

精神又は身体に著しい重度の障害があるため、日常生活において常時特別の介護を必要とする20歳以上
の在宅の障害者で福祉保健所長の認定を受けた方。※下記の場合は対象外 
（1）施設に入所（通所を除く）している場合。　（2）病院又は診療所に3ヶ月以上継続入院している場合。 

選挙のお知らせ 

●問い合わせ先  中城村選挙管理委員会　TEL 895-2131（内線217） 

沖縄県議会議員選挙 

●告 示 日：平成20年5月30日（金）          
●投 票 日：平成20年6月  8日（日）          
　投票時間：午前7時～午後8時          
●期日前投票及び不在者投票               
　期　間：5月31日（土）～6月7日（土）          
　時　間：午前8時30分～午後8時          
　場　所：中城村選挙管理委員会事務所 
　　　　（中城村役場内） 

●告 示 日：平成20年6月17日（火）           
●投 票 日：平成20年6月22日（日）           
　投票時間：午前7時～午後8時           
●期日前投票及び不在者投票                
　期　間：6月18日（水)～6月21日（土）           
　時　間：午前8時30分～午後8時           
　場　所：中城村選挙管理委員会事務所 
　　　　（中城村役場内）          
●立候補予定者説明会                
　日　時： 5月22日（木）午後2時           
　場　所：吉の浦会館 中会議室          

中城村長選挙および 
中城村議会議員補欠選挙 
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母子保健推進員とは？
母子保健推進員さんは、妊産婦や乳幼児のいる家庭を訪問し、村で行っている各種健診のすすめや
保険師と連携を取り、妊娠・分娩・育児について悩んでいる母親のよき相談相手となります。

現在、各地域で活躍中の２２名の
母子保健推進員の方を紹介します。

井口美枝子
（伊集）

比嘉美奈子
（和宇慶・北浜・南浜）

玉那覇 秋
（津覇）

呉屋信子
（津覇）

儀間勝子
（奥間・浜）

新垣恵子
（安里）

下地はるみ
（当間）

仲眞郁恵
（屋宜）

比嘉加代子
（添石・伊舎堂）

比嘉澄子
（泊）

宮城初子
（久場）

比嘉るみ
（久場）

屋良梅子
（登又）

伊佐博子
（新垣）

桃原由美子
（北上原）

宇根誓子
（南上原）

名渡山洋子
（南上原）

塚本幸絵
（南上原）

伊志嶺恵美
（南上原）

新垣敬子
（県営中城団地）

比嘉美和子
（サンヒルズ）

比嘉利香
（中城第２団地）

「こんにちは赤ちゃん事業」はじまります！
中城村では、新生児のいる家庭（生後２８日以内）を助産師さんによる新生児訪問が行わ

れています。また、平成２０年６月より生後４ヶ月までの赤ちゃんがいる家庭に、母子保健
推進員による全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）がスタートします。
訪問の内容は、育児に関する不安や悩みの聴取や相談、乳幼児健診や子育て支援に関する

情報提供について自宅に訪問する事業です。
育児をしていて困ったこと、気になる事がありまし

たら、訪問の際にお気軽に相談して下さい。
【お問い合わせ】
中城村役場　福祉保険課　健康増進係
（母子保健担当）
電話：８９５－２１３１（内線２５４）
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下水下水道道に早めに接続しましょうに早めに接続しましょう
県営中城団地、奥間、浜、安里で公共下水道供用開始 !

中城村では、平成１４年４月から伊集、和宇慶、北浜、南浜の一部地域で公共下水道が供
用開始して以来、平成１８年には津覇地域が供用開始をし、今回、平成２０年４月から新た
に県営中城団地、奥間、浜、安里地域、（一部地域は除く）が供用開始されました。供用開
始されますと、処理区域（供用開始された区域）の皆様に三つの義務が生じてきます。

①排水設備の設置義務（下水道法第１０条１項）
供用開始の日から、すみやかに排水設備（家庭の台所、洗濯や風呂などの汚水を下水道に流す設備）を

設置しなければならない。
②水洗便所への改造義務（下水道法第１１条の３）
汲み取り便所のある建物を所有しているものは、供用開始の日から３年以内に、その便所を水洗便所に

改造しなければならない。
③新築、増築、改築される方の義務（建築基準法第３１条）
今後家を新築、増築、改築される方は、設置する便所を水洗便所にして、水洗便所からの汚水管を下水

道に連結しなければならない。
※排水設備の設置等資金の融資あっせん制度があります。
既存の建物を、下水道に接続のため改造工事するとき、排水設備工事に係わる資金の融資をあっせんし、

その融資に係わる利子を村が負担する制度です。（融資額３０万円以内）
※排水設備工事の発注は指定工事店へ
これまでの単独浄化槽（台所等の雑排水は処理せず排水等に流す）から下水道へ接続するには、排水設

備工事が必要になります。排水設備の改造工事は３０万円程度と言われていますが基本的には一件、一件
の見積は異なります。工事を発注するときは、村の排水設備指定工事店とご相談下さい。

①
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。
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③
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的
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下水道使用の効果下水道使用の効果

※お住まいの地域が供用開始されているかわからないなど、また下水道に対して疑問等がありましたら、
下記までご連絡下さい。

中城村役場　上下水道課　下水道係　
電話：８９５－５２８０
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南米訪問団 
らくらく最短ルートで南米へ!!

ブラジル・アルゼンチン ブラジル・アルゼンチン 
移民1 0 0周年記念式典参加  

南米訪問団 2008年8月21日
（木）～9月2日（火）13日間 

598,000円～848,000円 
その他、ボリビア・ペルー親戚訪問ツアーもあります。 （2名1室利用） 

JAL日本航空チャーター便 

宜野湾店 宜野湾市役所近く TEL896-2222

ブラジル・アルゼンチン 

尿失禁予防 尿失禁予防 尿失禁予防 
尿失禁は主に高齢者で起こりますが、どの年齢層でもみられます。若い人の５人に１人がある程度の尿失禁を
経験し、高齢者では３人に１人の割合になります。ほとんどの年齢層で尿失禁は女性に多く見られます。 
☆若い人の場合→突然始まり、すぐ治まることが多い。わずかに尿を漏らす程度で抑えることができる。 
☆高齢者の場合→頻繁に起こるようになり、程度も激しくなります。すぐには治まらず治療が必要となります。 

尿失禁によって起こるトラブル（合併症） 
１． 膀胱（ぼうこう）や腎臓の感染につながります。 
２． 尿が皮膚を刺激し、皮膚の発疹や褥創（じょくそう、床ずれのこと）ができやすい。 
３． 急いでトイレに行こうとして、転倒する危険性が高くなる。 

今回は女性に多く見られる腹圧性尿失禁の主な原因と対策について紹介します。 
腹圧性尿失禁は若い女性や出産を経験した中高年の女性に起こりやすく、女性は男性に比べ尿道が短いこと、
骨盤底筋群がゆるんでくることが原因とされています。閉経後の女性では、ホルモンの減少により尿の流れを
抑える力が低下することも要因となります。 
咳やくしゃみをしたとき、重いものを持ち上げようと力んだとき、大笑いしたときなど、腹部にかかる圧力が急
に高くなったときに尿もれが起こります。 

予防・改善するには… 
☆おならを我慢するときのように、肛門あたりに力を入れ、「ぎゅっと締める」「ゆるめる」の動作を５秒間隔で
　繰り返します。 
☆「トイレに行きたいな」と感じたら少しだけ我慢します。トイレに行きたいと感じる前に、早め早めにトイレに
　行き続けていると習慣化して、膀胱はだんだん小さくなり、尿をためにくくなります。膀胱が小さくなると、
　トイレに行く回数が増えてくるのでできるだけ「トイレに行きたい」と感じてからトイレに行くようにしましょ
　う。ただし、膀胱炎などの感染症を起こしている場合には医師の指示に従ってください。 

～中城村老人福祉医療助成が変わります～ 
民生委員が訪問し、紙おむつ等を配達する方法に変わります。対象者
は非課税世帯に属する在宅の高齢者となります。詳しくは福祉保険課、
中城村社協へお問い合わせください 

相談・問合せ先：福祉保険課　介護福祉係　中城村地域包括支援センター 
895-2131（内線262、261、260） 

介介護護シシリリーーズズ
88
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〒901-2226　宜野湾市嘉数二丁目18番20号 
ＴＥＬ　(０９８)８７０－２２２７(代) 
ＦＡＸ　(０９８)８７０－２２３０(代) 
E-mail　jojoinn@ii-okinawa.ne.jp 
U R Ｌ　 http://jojoinn.co.jp

国民年金保険料を納めるのが国民年金保険料を納めるのが
困難な時は困難な時は
所得の少ない人は

「保険料免除制度」
の申請手続を！

30歳未満の人は

「若年者納付猶予制度」
の申請手続を！

【免除対象者】
所得が少ない、又は失業などにより納付
が困難な人

【免除対象者】
就職が困難あるいは失業などにより収入
が少なく、保険料の納付が困難な人

全額免除・一部納付の承認期間

若年者納付猶予の承認期間

７月から翌年６月までです。

７月から翌年６月までです。
途中で30歳になる人は、30歳到達日の前日が
属する月の前月までが承認となります。

全額免除・一部納付、若年者納付猶予の
手続に必要なもの

①年金手帳
②認印（本人が署名する場合は不要）
③他の市区町村から転入された人は前年の所得状況の
わかるもの（所得証明書）
④失業などを理由とするときは次のいずれかが必要
です。
◎雇用保険被保険者離職票（コピー可）
◎雇用保険受給資格者証（コピー可）
◎雇用保険被保険者資格喪失確認通知書（コピー可）

平成１９年度免除申請（Ｈ１９．７月～Ｈ２０．６月まで）

【受付期限】平成２０年７月末日まで

平成２０年度免除申請（Ｈ２０．７月～Ｈ２１．６月まで）

【受付開始日】平成２０年７月１日より

【お問い合わせ】
中城村役場　福祉保険課　年金係
電話：８９５－２１３１（内線２６４）
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住民健診（北上原・新垣）

３歳児健診

６人間ドッグ受付開始歯科検診　　

当間・登又ふれあい事業

北上原・伊舎堂ふれあい事業

住民健診（添石・屋宜）

乳幼児健診

北上原・伊舎堂ふれあい事業

住民健診（津覇）・レク大会（村老連）

住民健診（久場）

住民健診（和宇慶・伊集）

住民健診（南浜・北浜）

乳児一般健診

住民健診（南上原）

１歳６ヶ月児健診

離乳食実習　

住民健診（泊・伊舎堂・中城第２団地）

奥間ふれあい事業

浜・南上原ふれあい事業

ＢＣＧ予防接種（受付3：00～3：30～）

村Ｐ連スポーツ大会

ソフトテニス大会（村体協）

バドミントン大会・卓球大会（村体協）

バスケット大会（村体協）

一般ソフトボール大会（村体協）

バレーボール大会（村体協）

県議会議員選挙

慰霊の日

海の日

奥間ふれあい事業

中城村長選挙及び村議会議員補欠選挙

当間・登又ふれあい事業

結果説明会（北上原・新垣）

小学生英会話教室

７/２９～８/１

浜・南上原ふれあい事業
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平成２０年度児童手当現況届
の受付を下記のとおり行います。
現在児童手当を受給中の保護者
の皆様は期間内に手続きを行っ
て下さい。

6月10日（火） 伊集・和宇慶・南浜・北浜・津覇

奥間・浜・南上原・県営中城団地

添石・伊舎堂・泊・久場・第２団地

安里・当間・屋宜・登又・新垣・北上原・サンヒルズ

6月11日（水）

6月12日（木）

6月13日（金）

持参するもの
●現況届●印鑑●受給者（振込
口座名義人）本人の健康保険証
のコピー（厚生年金加入者のみ）
（役場でのコピーはしませんの
で、必ずコピーを取ってきてく
ださい）
※健康保険証のコピーがあれば、
勤務先から年金加入証明（現況
届の証明欄）をもらう必要はあ
りません。
●平成20年度児童手当用所得証
明書（平成20年１月１日に中城
村に住所がない方のみ。平成20
年１月１日に住んでいた市町村
で発行）
●児童の住民票謄本（児童と住
民票上の住所が違う方のみ）
【お問い合せ】
中城村役場福祉保険課
電話８９５－２１３１（２６４）

現況届とは、毎年６月１日における状況を記載し、児童手当を
引き続き受ける必要があるかどうかを確認するためのものです。
現況届の提出がないと６月分以降の手当が受けられなくなります
のでご注意下さい。

児童手当現況届の
お知らせ

受付場所：吉の浦会館
受付時間：9:00～12:00 13:30～17:00
※都合により上記日程に提出できない場合は、６月３０日までに中城村
役場児童手当係で届出を済ませてください。（土・日・祝祭日は除く）

平平成成2200年年５５月月１１日日かからら 戸戸籍籍及及びび住住民民票票のの窓窓口口でで
「「本本人人確確認認」」がが法法律律上上ののルルーールルににななりりまますす。。
戸籍の証明書及び住民票を請求する際に、窓口に来られた方の本人確認や

代理権限の確認を行い、本人以外の請求の場合、戸籍証明書を利用する理由
も請求書に詳しく書いていただきます。
※本人確認には、運転免許証、パスポート、写真付き住民基本台帳カード等、
写真付きの本人確認書類で確認を行います。
※代理人からの請求の場合には、委任状が必要となります。
【お問い合せ】中城村役場　住民生活課　戸籍係
電話：８９５－２１３１（内線２２３・２２４）

中城村の人口 平成20年4月末現在

※（ )内は前月との比較

（+103）
（+37）
（+66）
（+66）

16,673人
8,410人
8,263人

5,997世帯

人　口
男
女
世帯数
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中城村国民健康保険に加入の40～
74歳の方が対象です。
【人間ドッグ申込み方法について】
対象者：国保加入者の40歳～74歳
定員：５００名
【申込み期間】
★平成20年６月10日～６月30日
６月10日(火)のみ
吉の浦会館　２時～５時
６月11日～６月30日
(土日・祝祭日除く)
中城村役場　福祉保険課　

【持参するもの】
国民健康保険証
人間ドッグ自己負担額：12,000円

（国保補助：15,000円）
※電話での受付はできませんので
ご了承下さい。
定員に達しましたらキャンセル待
ちになります。
【お問い合わせ】
福祉保険課　
電話８９５－２１３１(内線２５４)

「人権擁護委員の日」特設相談所
人権擁護委員による人権相談を下
記の日程で行います。相談は秘密
厳守・無料です。
日時：６月３日（火）10時～4時
場所：吉の浦会館　中会議室
【お問い合わせ】
那覇地方法務局沖縄支局
電話　０９８－９３７－３２７８

軽自動車税・固定資産税の納期です!!
今月（5月）は、平成20年度軽自動車税・固定資産税の納付月間とな

っていますので、納期限内に納付して下さいますようお願い致します。
尚、納期限内に納付できない事情がある場合は、村役場税務課にて

相談して頂きますようお勧めします。
※村税の納付には、口座振替をご利用下さい。
※第一期内に一括して納付される方については前納報奨金制度が受け
られます。また、各納期内に納付されますと納税奨励金が各自治会に
交付されます。
【お問い合わせ】
中城村役場　税務課　電話　895ー2131（240・241・242）

３月２日２月２日

村 県 民 税 固 定 資 産 税

１２月１日 １２月２５日

６月２日６月２日６月３０日

７月３１日９月３０日

軽 自 動 車 税

第１期

第２期

第３期

第４期

税 目
期 別

特設人権相談所開設

平成20年度人間ドッグについて

悪質商法に遭わないための五箇条
１．うまい話にご用心！
２．不要ならはっきり言おう「いりません！」
３．説明内容は書面で確認を
４．日頃の備えが自分を救う
５．おかしいなと思ったら早めに相談を

困った時の連絡先は
♯９１１０
または、宜野湾警察署
℡．８９８－０１１０
まで連絡ください。

悪質商法に気をつけましょう!

『納税は
納期内に!!』
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飼い犬の狂犬病予防注射及び登
録を行います。飼い主の義務にな
りますので、是非受けられるよう
お知らせします。
日程は以下のとおりです。各字
公民館（集会場）及び構造改善セ
ンターで行います。
◎予防注射手数料2,450円
◎注射済票交付申請手数料550円
◎登録申請料3,000円
◎鑑札再交付申請手数料1,600円
【お問い合わせ】
中城村役場住民生活課
電話　８９５－２１３１（２２２）

犬の登録及び狂犬病
予防注射のお知らせ

６月１日（日） 

伊集 
和宇慶 
南浜 
北浜 
津覇 
奥間 
浜 
安里 
当間 
屋宜 

会　場 実施時間 

９：００ 
９：３０ 
１０：２０ 
１０：４０ 
１１：２０ 
１３：１５ 
１４：００ 
１４：２０ 
１４：５０ 
１５：２０ 

９：２０ 
１０：１０ 
１０：３０ 
１１：１０ 
１１：５５ 
１３：５０ 
１４：１０ 
１４：４０ 
１５：１０ 
１５：４０ 

～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 

６月１５日（日） 

添石 
伊舎堂 
泊 
久場 
登又 
サンヒルズ 
新垣 
北上原 
南上原 

会　場 実施時間 

９：００ 
　９：３０ 
１０：００ 
１０：３０ 
１１：３５ 
１３：１５ 
１３：４５ 
１４：１５ 
１４：５０ 

９：２０ 
９：５０ 
１０：２０ 
１１：２０ 
１２：００ 
１３：３５ 
１４：０５ 
１４：３５ 
１５：３０ 

～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 

対　象／妊婦、０歳～就学前児とその親（祖父母）、関係機関団体、
育児に関心がある地域住民など

活動日／毎週月曜日の１０時～１２時（祝日はお休みです）
場　所／中城村老人福祉センター（第1･2･3･5月曜日）

南上原公民館（第4月曜日）
参加費／１００円
主　催／中城村社会福祉協議会
〈詳しいお問い合わせは〉

中城村社会福祉協議会／電話：８９５－４０８１まで

現在子育て中、これから子育てが始まるというお父さんお母さん
が、お子さんを連れて参加でき、一緒に遊んだり、みんなでおしゃ
べりしたりする楽しい交流の場です。
お茶しながら気軽に参加してみませんか？

子育てサロン子育てサロンニコニコ倶楽部ニコニコ倶楽部
やってま～す！やってま～す！

参参加加ししてて
みみまませせんんかか

沖縄県では2008年7月より
自販機でのたばこ購入に
専用のICカードが必要に
なります。
【お問い合せ先】

（社）日本たばこ協会 taspo運営センター
taspoダイヤル0120-222-180（通話料無料）
携帯電話からは0570-012-340（通話料有料）
受付時間　9：00～17：00（土日祝日のぞく）
※紛失盗難のお問い合せは24時間受け付けています。
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